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れ 12 点， 6 点測定すると同時に 48箇所でボイド測定を行い，循環特性と伝熱面のホットゾーンの出現する領域との
関係を明らかにし伝熱面の過熱を最も効果的に抑制する循環特性の付与方法を提起している。
(2) 良好な作動流体の循環においても，炉筒後壁の過熱温度は高くなることがあり，これによって伝熱面の腐食を著し
く進行させる他，水素ガスの発生によって運転性能を低下させることを指摘している。
(3) 流体温度の詳細な分析から，炉筒後壁の熱除去がLiBr水溶液の強制対流下のサブクール沸騰によってなされてい
ることを見いだしている。
(4) 水及びLiBr水溶液の強制対流サフoクール沸騰に対する基礎実験を行い，伝熱面温度の予測を可能とする相関式を
導入し，更に実機試験の結果に対してもこの相関式の有用性を検証している。
(5) 伝熱特性を向上させる手段として，金属を伝熱面に溶射して人工的な沸騰核を付与して，これによって沸騰を促進
させる方法を検討している。これに加えて，海綿状金属の薄い板を伝熱面上に取り付けることによって沸騰核の付与
による沸騰の活発化と同時に，海綿状の格子によって保持された蒸気と過熱波膜との界面からの表面蒸発が誘起され
ることの相乗効果について調査し，海綿状金属による方法がより優れていることを明らかにしている。
以上のよううに，本論文は吸収冷温水機の高温再生器における熱流動特性並びに耐久性に関する多くの新しい知見と
可能性を与えており，機械工学，特に熱工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値
あるものと認、める
A告。以内。
